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クラウドアプリケーション部会

2014年の活動について

部会長 前本 知志



クラウドアプリケーション部会について

今やクラウド上でサービスを提供するアプリケーションは私たちの生活に欠かせな
いレベルにまで浸透してきております。

日々進化してかたちを変えてゆくクラウドアプリケーションの世界において、
価値ある新しいアプリケーションを提供するにはどうすればよいのでしょうか。

この部会ではそのための方法や新しいアイディアなどを開発者の立場から追及し
情報共有する場として積極的な活動を行って参ります。

アプリケーション開発者のためのグループです



クラウドアプリケーション開発

2013年度はサムライクラウド部会として共同でアプリケーションを開発し、
日本最大級の開発コンテスト、Mash Awards9に応募しました。
引き続き共同開発の成果をパブリックに公開してゆきます。

この活動は会社の枠を超えた参加者のスキルアップやコミュニケーション能力の
向上に役立ちました。



アイディアソン イベント

人の生活を変えるクラウドアプリケーションは技術力はもちろんですが独創的なア
イディアが大事です。

どんなアプリケーションを作るか、アイディアを出し合います。

そして生まれたアイディアはハッカソンとして部会として共同開発をめざします。



外部開発系コミュニティとの連携

数多くあるアプリケーション開発系コミュニティとの交流を図ります。

クラウド業界にとどまらない分野のコミュニティとの連携により新しい価値を創造す
ることを目指します。

計画中の活動..

「写真見つかるプロジェクト」
http://www.shashin-mitsukaru.jp/

津波で水没した写真をデジタル復元し、検索システムを
提供して被災者の手に戻すPJ

アプリケーション開発チームとしてデザイナー・カメラの専
門家・プロモーションの専門家等とのコラボレーション実
施を計画しています
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皆様のご参加をお待ちしております


